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　1994年9月にTPM活動を開始し，中期経営方針で

ある「お客様に信頼されるグローバルな電装メー

カー」になるべく，経営体質の強化を目指した全

社活動を展開してきた．活動の柱として，製造部門，

事務・間接部門，技術部門の：位・体によるi｛要

製品のものづくり改革を推し進めた成果を紹介する．

朧概副

2．1　ものづくり改革の生い立ち

　これまでもコスト低減活動は進めてきたが，各

テーマが個別のコストダウン活動であったため単

発的な傾向が強く，それぞれを結び付けた活動と

なっていないという反省があった．ヤマハ発動機

協力会の・員として，　・つのテーマを数年間にわ

たって活動した部品削ll、i§やコスト低減の活動を通

していく中で、1994イトにTPM活動，1995年には

ISO9001取得活動を開始した．これらの活動を通して，

体質改善活動が展開され，コスト低減すべきテー

マがより明確化された．さらにコストに占めるロ

スも顕在化し，このロスの低減こそがコスト低減

活動であり経営体質強化の柱となるものであった．

2．2　活動の形態

　図1は活動全体と個々の活動のつながりを示す

ものである．この活動は「改；割と「改革」の一一

つで成り、仁）ており，　つは「基礎体力強化の改1刺

というTPMでいう21大ロスの低減活動である．　：

つ目は「ものづくり改・Y口舌動」という，商61）1↑薄造，

設備，ラインの再設計を伴う活動である．これら

の活動の具体的な展開は，TPM小集団とスタッフ

の協業による基礎体力強化活動と，：位・体のプ

ロジェクト活動によるモデル製llllltのものづくり改

革活動であるが，今回は「ものづくり改革活動」

について紹介する．

　まず全製品の中から影響度の両いi：要製品5品

目をモデル製品として選定した．その5品目は，

イグニッションコイル，ロータ，ベース，モータ、

CDIユニットであるが，この5　tlL！1目で電装品全体の

生産数量の50％をEt．iめる．イグニッションコイル

モデル製品についてはイグニッションコイル全体

の中で87％を占めるものをモデル製品として選定
した．

　次に，5モデル製品それぞれに，製造部門，’1嚇・

間接部門，技術，elS門で構成する：位・体のプロジ

ェクトチームを組んで活動を行った．

、本柱。動（⇒°二r：

図1　活動の形態

2．3　活動内容

　活動の内容を表したものが図2である．

　まず、価格動向，要求性能，要求機能、他社製品，

自社製品，1二程・1：法について現状把握をして，

整理を行う．ここではj”想を極力排除し，裏付け

のある’1‘実だけに絞った．

　次に行う機能分析は，性能から1二法までの8項

目を着眼点とし，8項目それぞれに関して，次に

示す：つの評価基準で検討を行った．

　　（D何がどうあればよいのか？

　　「ゾ）コストミニマムの方法は？

’つの着眼点を検討する際にはほかの要素は考慮

に人れず，できるだけ単純な思考で行い複雑にな

らないようにした．
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価格動司
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　　　実
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5．統廃合

，6．材　質
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　商品設計構造ロスの例
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　　ネジ締め
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　溶接→●
　　　　↑Kカシメ
　ネジ締め

　　一方向加工

ネジ締め半田付け溶接カシメ

図2　活動内容

　さらに機能分析によって出てきた改良案について，

現状と比較した場合の差をロスと位置づけた．こ

のロスは構造や部品の機能を見直すことにより表

れてきたものであり、設計変更することでロス低

減が実現することから，このロスを商品設計構造

ロスと名付けて21大ロスと区別して扱った（図3）．

　さて，この5モデル製品についてのロス集計結

果は，商品設計構造ロスが全体ロスの80％となる

ものであり，この商品設計構造ロスにr一をつける

ことが，コスト低減の決めf・となることが分かった．

商品設計構造ロスの概念的な判列を図2右側に示

したが，多方向で様々な加Il方法のll程を，製品

構造，設備，ラインの再設計によってt設備費用

と加自：数の低減化や自動化ラインへの対応容易

化が図れ、コスト低減になる．この差が商品設計

構造ロスである．

　活動の｝‘：な流れを図4示すが，．製品などの開発

から生産初期に至るまでの品質，コストや納期に

関する管理および改善の活動を「初期管理」とし，

新機種初期管理フローをISOの規定として定め運川

する．生産移行後は初期品の適IE品質の確保と品

質の早期安定化を図るための活動として「初期流

動管理」を設定し，最終的に初期流動管理解除判

定会を尖施し完J’となる．これらの活動の効果は

次の通りである．

　　0ネック1：程の見極めと改善

　　②1二程ごとの不良内容と解析’

　　③不良内容の分析と対策

　　④メンテナンスのポイントと間隔の改善

　　⑤ライン効率と設備総合効率の確認

　　⑥オペレータの教育

企画・構想レビュー

基本設計レビュー

QA工程設計検討会（第1次）

試作図レビュー

工程構想レピュー

QA工程設計検討会（第2次）

↓

試作結果レビュー

　　　↓

設備設計レビュー

↓

Xe評価レビュー

ロス区分「 ↓

垣遮蓮］一

立ち上かり，

立ち下がりロス

社内工程監査

ご垂L－．一．一

［！IIII］

i一そ9？－fe－ji．．一．．一

生試移行判定会

生産移行判定会

　　自動化置換ロス
ー 15エネ些ギーロス
　16材料歩留まりロス
1〔テ型，冶工具ロスー］

寸當．

商品設計構造。ス櫛些日誤
・VA／…ス）1工法。ス∪22自動イヒ置換゜ス

初期流動管理（解除判定会）

図4　活動の流れ

2．4　プロジェクト体制

　プロジェクトの体制に関しては，図5に示すよ

うに企1由1・構想段階力・らプロジェク　トメンバーに

生産部門も加わり，要素技術開発の課題を明確化し，

さらに各課題にt’t任者を指名することにより責任

と権限を共有化し，結果に対し全体責任の思想で

運営する．PLやリーダは課題に対して積極的な取

り組みが必要不n∫欠であり，全体を目標に対して

いかに進めるかがキーポィントとなる．

．旦亙合計

図3　ロス構造
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さ＼一
櫓名ぐ’道捗報告

　　　　　　　↓瓢胎

劃團團圃
　　　　　　　　　　要素り一ダーはそれぞれの要素綾筒開偲に対して責任を持つ

　　　　　　（r二」魔口竺重年を遡巨））　1人の貴任宥から複数の貴任者を作る・

　　　　　　　　　　　　結果全体責任

PL・リーダーのあり方・目標に対して貴任を共有化する⇒参薗型リーダーとして機能

図5　プロジェクト体制

2．5活動のまとめ

　今川の活動の成果を表1に示す．

　この活動に先駆けて，バルサコイル組み、Zて自

動化が既に社内合理化テーマとして完成していた．

この活動自体は小規模であったが，その成功体験

が今回のテーマ成功へとステップアップさせたも

のであり，ヒ壌作りの債要性を感じないではいら

れない．今川・部の機種においては，ドライバビ

リティの点から採川が見送られたことは残念であ

ったが，今後とも採川に向けて原囚の追求と改良

を行っていきたいと思っている．

　　　　巨T≡一ドねC嘉百蹴1
　　　　　　　　－＿＿、」

＝霊ナ

卿顕，竺酬

図7　自動化改良ポイント

図8　工程変更による人員削減

表1　活動の成果

項　　目 成　　　　　果

機能・標準化 3種類→1種類
コスト ・

部品点数11→9　（図6）・自動化（図7）・作業員数9人→1人（図8）

製造リードタイム 8日→3日
品質 ・工程不良解析と設計折り込み

・工程内不良1／10達成

MP情報 97件（設備仕様64件，設計仕様33件）

工程能力評価基準 7件
人材育成 ・ 部品知識の共有化

・ 部品管理ポイントの理解
・ 設備管理ポイントの理解

・設計思想の共有化

k

／］／

翻轟亘正コ

　TPM活動やISO活動の中で形となってきた「もの

づくり改革」活動であったが，TPM活動やISO活動

が社内に浸透することにより何をなすべきかが理

解され，チームの目標が明確になった結果として

成果が表れたと思われる．さらに次の改革活動テ

ー マへと拡大展開を図り，商品ロスの低減を行い

経営体質強化へ結びつけることで，この活動の発

展および充兵を行って行きたいと考える．機能分

析についてはそのレベルがまだ低く，各バートに

おける分析が中心であるが，将kに向けては品質

機能展開を白分たちのものとし，各商品アセンブ

リとして評価できる機能分析のプロセスを構築し

たいと考えている．

　最後に，本活動に多大なご協力を頂いた各関係

者の方々に，紙面をお借りして深く感謝申しllげ
ます．

図6　1Gコイルの構造
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